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二次評価結果

　評価できる取組

・コミュニティバスへのバスロケーションシステムの導入やGoogleマップ検索への対応により利便性向上を図って
いる。
・地域住民自らがベンチや手すりの設置などの停留所待合環境整備を行うなど、地域ぐるみでバスの利用促進
に取り組んでいる。

　期待する取組

・今後も地域公共交通網形成計画に位置づけられた事業を着実に実施するとともに、地域と協働した公共交通
の維持確保に取り組まれることを引き続き期待します。
・今後もコロナ禍においても安心して公共交通を利用してもらえるよう、公共交通における新型コロナウイルス対
策をPRすることにより、利用促進につなげられることを引き続き期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送量が低迷している系統について、引き続き、利用促進や系統維持
に向け県や関係者と連携して取組を実施されるよう期待します。


